
 

第三回 
「将棋世界大会」 

企画・概要 
 

21 カ国で行われる厳しい予選大会の優勝者が集うこの大会は、世界最大の将棋大会で

あり、世界中にいるアマチュア棋士が一同に集う大会です。 

 

■ 開催時期、場所 

2009 年 11 月 13 日～15 日にニューヨークで第 3回の将棋世界大会を行います。 

13 日は世界各地区の優勝招待者、自主参加者が全世界から来るため大会参加登録日

とし、大会の競技日は 14 日、15 日の２日間となります。 

 

■ 招待選手 

21 カ国で行われる厳しい予選大会の優勝者が招待選手となる。 

招待選手に関しては宿泊費の全額（3日分）と交通費の一部（ＵＳ＄500 まで）を負

担します。 

 

■ 一般参加者 

一般参加者資格は、インターネット上での応募（www.worldshogi.com）をしてくれ

た人は参加できます。 

ただし、日本からは招待選手のみです。 

現在世界各地の都市から参加希望者がおり、国際色豊かな大会となるでしょう。参

加登録は 10 月 15 日までにお願い申し上げます。 

 

連絡先ご質問は上記のインターネットからお願い申し上げます。 

詳しい資料や参加申し込み用紙はインターネット上でお願いします。 

 

大会の日程は下記の通りです。 
 
● 11 月 13 日（金曜日） 

  選手がニューヨークへ到着し、登録を行います。 

● 11 月 14 日（土曜日） 

 ＊午前中、組み合わせの発表と一般参加の予選会を行い、Ａ、Ｂ、Ｃクラス分けを 

行います。 

＊午後、Ａ、Ｂ、Ｃクラス別トーナメントを行います。 

● 11 月 15 日（日曜日） 

 Ａ、Ｂ、Ｃクラス決勝戦トーナメントを行い、表彰式を行います。 

● 11 月 16 日（月曜日） 

 各自、帰国します。 



 
 

「「第第三三回回将将棋棋世世界界大大会会」」企企画画書書  
  

今今秋秋 1111 月月にに、、日日本本将将棋棋連連盟盟のの全全面面的的なな協協力力にによよりり、、「「第第三三回回将将棋棋世世界界

大大会会」」をを米米国国ニニュューーヨヨーーククににてて開開催催すするる運運びびととななりりままししたた。。2211 カカ国国でで行行わわ

れれるる厳厳ししいい予予選選大大会会のの優優勝勝者者がが集集ううここのの大大会会はは、、世世界界最最大大のの将将棋棋大大会会ででああ

りり、、世世界界中中ににいいるるアアママチチュュアア棋棋士士ののああここががれれのの舞舞台台でであありりまますす。。  

将将棋棋はは平平安安時時代代にに日日本本にに伝伝わわりり、、江江戸戸時時代代初初期期にに今今のの本本将将棋棋のの形形ににななりりまま

ししたた。。本本将将棋棋ででおおよよそそ 440000 年年のの歴歴史史ががあありり、、日日本本がが誇誇るる伝伝統統文文化化のの一一つつでで

すす。。子子供供かからら大大人人ままでで楽楽ししめめるる将将棋棋はは、、世世界界のの様様々々なな国国のの人人がが愛愛すするるもものの

ととななりり、、例例ええばば、、上上海海だだけけででもも将将棋棋愛愛好好家家がが 1122 万万人人にに上上るるとといいわわれれるるほほどど

世世界界中中にに普普及及ししてていいまますす。。本本大大会会はは、、日日本本ののここのの伝伝統統文文化化ををささららにに世世界界にに

推推進進ししてていいきき、、ここのの将将棋棋をを通通ししてて更更ななるる国国際際交交流流がが広広ままるるここととをを期期待待ししてて

いいまますす。。  

ここのの度度はは、、世世界界 2211 カカ国国のの優優勝勝者者をを招招待待ししまますす。。世世界界中中のの多多くくのの将将棋棋フファァンン

にに夢夢をを与与ええるる世世界界大大会会のの成成功功をを成成功功ささせせてていいききたたくく存存じじまますす。。皆皆様様ののごご参参

加加ををおお待待ちちししてておおりりまますす。。  

ニニュューーヨヨーークク将将棋棋ククララブブ  
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主催者・協力者  

  主主催催：：  ニニュューーヨヨーークク将将棋棋ククララブブ  
（（日日本本将将棋棋連連盟盟ニニュューーヨヨーークク支支部部））  

          
  協協賛賛：：  日日本本将将棋棋連連盟盟、、アアメメリリカカ将将棋棋連連盟盟  
  
  賛賛助助会会社社：：  西西林林株株式式会会社社  



 

  

大会主旨： 

本本大大会会はは、、国国内内外外のの将将棋棋愛愛好好者者のの交交流流のの推推進進だだけけででななくく、、日日本本のの  

将将棋棋伝伝統統文文化化ををささららにに世世界界にに推推進進ししてていいきき、、ここのの大大会会をを通通ししてて更更なな  

るる国国際際交交流流がが広広ままるるここととをを目目指指ししてていいまますす。。世世界界ににおおいいてて、、よよりり多多  

くくのの人人にに将将棋棋をを理理解解ししてていいたただだきき、、知知的的ススポポーーツツににおおけけるる将将棋棋のの地地  

位位をを向向上上ささせせてていいくく礎礎ととししてていいききまますす。。  

  

  

大会背景： 

近近年年、、将将棋棋はは世世界界各各地地でで迅迅速速にに発発展展さされれ、、広広大大なな棋棋種種類類のの愛愛好好者者かか  

らら歓歓迎迎をを受受けけらられれてていいまますす。。現現在在、、よよりり多多くくのの人人々々がが将将棋棋活活動動をを  

ややりり始始めめままししたた。。大大ままかかなな統統計計にによよるるとと、、現現在在、、５５００余余りりのの国国とと地地  

域域でで将将棋棋団団体体をを設設立立さされれ、、毎毎年年、、いいろろいいろろなな将将棋棋試試合合とと活活動動をを行行いい  

まますす。。将将棋棋ははすすででにに世世界界的的なな知知力力活活動動ににななりりままししたた。。  

  

アアメメリリカカででもも、、ニニュューーヨヨーーククでで 11997700 年年代代にに始始ままりり、、ここのの 3300 年年余余りり  

のの間間にに、、アアメメリリカカ全全土土でで 66 支支部部（（ニニュューーヨヨーークク、、ワワシシンントトンンＤＤＣＣ、、  

ロロササンンゼゼルルスス、、シシカカゴゴ、、ササンンフフラランンシシススココ、、デデトトロロイイトト））にに発発展展しし  

ててききままししたた。。全全米米将将棋棋選選手手権権大大会会もも今今年年でで 1144 回回をを迎迎ええ、、毎毎年年、、4400 名名  

以以上上のの参参加加者者ががあありりまますす。。一一昨昨年年はは、、初初めめてて、、日日本本人人ででははなないい、、フフ  

ィィララデデルルフフィィアアのの将将棋棋同同友友会会ののアアラランン・・ベベーーカカーー氏氏がが優優勝勝しし、、２２００  

００８８年年天天童童将将棋棋フフォォーーララムムにに招招待待さされれ、、33 位位にに入入るる活活躍躍ををししままししたた。。  

  

ままたた、、全全米米各各地地でで、、子子供供将将棋棋大大会会がが行行わわれれてておおりり、、将将棋棋愛愛好好家家のの層層  

がが世世代代とと国国をを超超ええてて広広ががっってていいまますす。。  

  

主主催催者者招招待待予予定定地地域域  

11．．  ヨヨーーロロッッパパ：：オオーースストトリリアア、、フフラランンスス、、イイタタリリアア、、オオラランンダダ、、
ノノルルウウェェーー、、ススウウェェーーデデンン、、ウウククラライイナナ、、ハハンンガガリリーー、、ポポーー
ラランンドド、、ドドイイツツ、、  

22．．  アアメメリリカカズズ：：アアメメリリカカ、、ブブララジジルル、、パパララググアアイイ  



 
  

33．．  オオセセアアニニアア  
  

44．．  アアジジアア：：日日本本、、韓韓国国、、タタイイ、、上上海海、、香香港港  

 

  

大会背景： 

一一般般参参加加はは、、誰誰ででもも参参加加資資格格ががあありりまますすがが、、日日本本かかららのの参参加加はは、、

招招待待選選手手ののみみととささせせてていいたただだききまますす。。世世界界各各国国かかららのの招招待待選選手手はは、、

各各国国のの日日本本将将棋棋連連盟盟支支部部がが公公認認ししたた予予選選優優勝勝者者ののみみでですす。。  

  

１１．．  選選手手ののみみ、、宿宿泊泊費費のの全全額額（（33 日日分分））とと交交通通費費のの一一部部（（ＵＵＳＳ＄＄550000

ままでで））をを負負担担ししまますす。。  

注意事項： 

 

２２．．  エエンントトリリーー費費はは、、全全ててのの選選手手（（招招待待選選手手をを含含むむ））がが個個人人負負担担

ととすするる。。  

３３．．  代代表表権権のの譲譲渡渡やや代代表表者者のの変変更更はは、、主主催催者者のの了了承承がが必必要要でですす。。

尚尚、、自自己己都都合合にによよるる宿宿泊泊延延長長はは本本人人負負担担ととななりりまますす。。  

  

II..  組組織織機機構構  

競技規則： 

 

11..  ニニュューーヨヨーークク将将棋棋ククララブブ及及びびアアメメリリカカ将将棋棋連連盟盟  

22..  日日本本将将棋棋連連盟盟  

IIII..  競競技技情情報報  

11..  期期  日日::  22000099 年年 1111 月月 1144 日日、、1155 日日  

22..  会会  場場::  ララググアアデディィアア・・ママリリオオッットト・・ホホテテルル  

  

IIIIII..  競競技技内内容容  

11..  競競技技方方法法::  

    11..11  個個人人戦戦  

    11..22  子子供供大大会会  



 

22..  年年齢齢、、性性別別、、段段位位//級級位位をを問問わわずず、、全全てて、、平平手手でで対対局局ししまますす。。  

33..  個個人人戦戦：：  

    33..11  招招待待選選手手はは自自動動的的ににＡＡククララススのの決決勝勝戦戦トトーーナナメメンントトにに  

    参参加加ししまますす。。  

      33..22 一一般般参参加加はは、、予予選選大大会会でで、、ＡＡ、、ＢＢ、、ＣＣククララスス分分けけががななさされれまま  

    すす。。  

44..  子子供供大大会会：：  

      44..11  日日本本かからら招招待待ししたたププロロ棋棋士士のの指指導導対対極極ななどど。。  

  

IV. 大大会会日日程程  

 ● 1111月月1133日日  ((金金))  選選手手ががニニュューーヨヨーーククへへ到到着着しし、、登登録録をを行行いいまますす。。  

  ● 1111 月月 1144 日日  ((土土))  午午前前中中はは、、組組みみ合合わわせせのの発発表表とと一一般般参参加加のの予予選選  

会会をを行行いい、、ＡＡ、、ＢＢ、、ＣＣククララスス分分けけ。。  

  ● 1111 月月 1155 日日  ((日日））  ＡＡ、、ＢＢ、、ＣＣククララスス決決勝勝戦戦トトーーナナメメンントトをを行行いい  

    表表彰彰式式をを行行いいまますす。。  

  ● 1111 月月 1166 日日  ((月月曜曜日日))  各各自自、、帰帰国国ししまますす。。  

  

VV..  登登録録  

代代表表派派遣遣にに関関すするる承承諾諾書書はは２２００００９９年年７７月月３３１１日日にに締締めめ切切りりままししたた。。  

主主催催者者のの承承認認ななししでで、、選選手手をを交交替替すするるここととははででききまませせんん。。  

  

VVII..  対対局局要要求求  

11..  選選手手はは、、時時間間通通りりにに対対局局にに参参加加ししななけけれればばななりりまませせんん。。試試合合開開始始

時時にに、、1100 分分以以上上遅遅れれたた場場合合はは、、棄棄権権とと判判断断しし、、負負けけをを言言いい渡渡さされれまま

すす。。  

22..  対対局局中中、、二二歩歩、、打打ちち歩歩詰詰めめななどどのの禁禁じじ手手ををささししたた場場合合、、審審判判長長のの

判判断断にによよりりまますす。。対対局局中中、、一一方方ががタタイイムムアアウウトトににななるるとと、、負負けけるるここ

とととと言言いい渡渡さされれまますす。。  

33..  対対局局のの手手番番はは振振りり駒駒でで決決定定さされれまますす。。    

  

VVIIII..  序序列列規規則則  

11..  決決勝勝戦戦ははトトーーナナメメンントト方方式式でで行行わわれれまますす。。予予選選はは、、２２勝勝勝勝ちち抜抜きき

方方式式がが取取らられれ、、参参加加人人数数ななどどにによよりり、、臨臨機機応応変変ににククララスス分分けけががななささ



 

れれまますす。。  

  

VVIIIIII..  競競技技連連絡絡事事務務長長  

藤藤原原康康史史  

  

追加事項： 

宿泊・食事について 

  

１１．．  主主催催者者がが、、招招待待選選手手ののみみ、、宿宿泊泊施施設設をを 33 泊泊分分((1111 月月 1133 日日よよりり

33 日日))用用意意いいたたししまますす。。食食事事はは各各自自ととななりりまますす。。  

２２．．  宿宿泊泊ホホテテルル  ララググアアデディィアア・・ママリリオオッットト・・ホホテテルル  

３３．．  当当大大会会にに参参観観とと見見学学すするる参参加加者者のの費費用用がが本本人人負負担担ととななりりまますす。。  

  

アメリカ国内での移動 

１１．．  宿宿泊泊施施設設ままででのの移移動動にに関関ししててはは、、本本人人負負担担ととななりりまますす。。  
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